
機関リポジトリとデジタル・アーカイブの架け橋

一橋大学の福田徳三関連事業の挑戦

高橋菜奈子

抄録本稿では，はじめに，慢附リポジトリとデジタル アーカイプを支える思想を整理1...， 婿大学機関

リポジトリ HERMES-lRを制介した。止に，二つの機能を活かすため仁 本学が取り組んだ福田龍三関連事

量について，①機関リポジトリ②研究会③展示@ウェプサイトの詳細を述べた。研究会を中心に据えること

によって，機関リポジトリとデジタル アーカイプの問で f電子化・畳録→利用 。研究→論文提供→電子

化畳録」というサイクルが生まれるのが事量全悼の大きな特徴である。最後に，本'11曹の目指すところと

将来の展望を考察した。
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1 はじめに

一崎大学でHERMES.LR(一儲k学機関リポジト

，))が公開されたのは平底19年 5月 l日のことで

ある。平成 18年度に国立情報学研究所による次世

代学術コンテンツ基根共同構築'11聾学術機関リポジ

トリ構築連携支援事推委託事業"に採択され，機関

リポジトリを構築したのである。もっとも，本学で

は，平成12年度に HDA (ー構ディジタルアーカイ

ヴス)という電子園害直1システムを導入1...，翌年か

らサービスを行っていた。学内ではHDAの佳継と

いう位置づけであったために。 HERMES.[Rはその

内側に機関リポジトリとデジタル アーカイプを抱

えた車で出売することになったのである。その背景

には資金的な制約もあったのだが，このことが，結

晶として， 二つの機能を生かした事業展開を可能に

することになる。

本摘では，はじめに，機関リポジトリとデジタル

アーカイプを支える考え}jを整理1...， HERMES.lR 
の特債を紹介する。立にその特徴を活かすために本

学が取り組んだ福田健三関連事霊の詳細を紹介す

る。このことによって，機関リポジトリとデジタ

ル アーカイプ事業の目指すところを考察Lょうと

するものである。

2 機関リポジトリとデジタル・アーカイブ

2.1 考え方の整理

機関リポジトリは，クロウ (RaymCrow)に

よって。「ある機関の教貝，研究験日，学生により

制適された知的生産物のデジタルーアーカイプJと

定義されている。広〈 宵えば。デジタル資料のどの

ようなコレクションでもあり得るが。「機関で範凶

限定され，学術的で!累積的かっ永続的で，オープ
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福田徳三 橋大学 HERMES.IR 研究会展示

ンで.JIlli運用可能なもの」である点を主な要素と L

ている~ とくに最桂町市は，商業出版社に独占さ

れた学術出版モデルの構造を変えることに力点をお

いたオープンアクセス運動の流れから畳場した考え

Jiである。

その一方で，機関リポジトリはその普及の過挫で。

火手出版社への対抗暗から大学としての社会への誕

191責任の手段という別のロジックが唱えられるよう

になった針。 つまり，大学のアカウンタピリティー

という文脈において大学の生産物をlIi獄 保存1...，

社会に尭倍していくことが求められており，その

「誹稲保存」という M聞において，機関リポジト

リが持つアーカイプとしての機能が着目されること

になったのである。そのため従来行われてきた貴重

資料専の電子化事業と混同される部分もあるが，狭

J聖の機関リポジトリには所蔵資料の電子化を古まな

いと考えるのが一般的“であり 「電子図瞥館」は

すでに雄行が去ったかのように，現在では『機関リ

ポジトリJの構聾が推進されている。

-)jで，電子園舎館構想が下敷きにしていたデジ

タル アーカイプという考えJilt，機関リポジトリ

をも包摂する考え方であったともいえる。l'<軍資

料。所蔵資料の電子化と並行して . 学位論文や紀~

語文といった学内刊行物の電子化は一部の大学です

でに電子図書館として取り組まれていた"。 本学で

も.学内の研究紀聾の各緬集委員会と協力して，創

刊号ーからの全部を PDF化する事業を平成14年置か

ら開始していた・'。

図 1は以上のような機関リポジトリとデジタル。

アーカイプを支える思1[¥を図示 Lたものである。

オープンアクセスとアカウンタピリテイ というこ

つの論理で説明される機関リポジトリと，所蔵資料
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の電子化という狭義のデジタル・アーカイプを支え

る論理が広義のデジタル アーカイプ思想というこ

とになるだろう。

オープJアクセス圃

蘭.凶康祉への錦鵠鰻

輔自ニケーシヨンのH

悼のアカ?::.-，.t:"J予ィ
‘..成.の銭信

視箆位向止による引用・の"'

山→ HER~ES柵

アーカイブ思.，電司f-IPJ..械翻}
.実街...電字的保存
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*字浪人文.の電子的保存

図1 機関リポジトリとデジタル アーカイプの思想

的背骨

2.2 一橋大学の現状

さて，はじめにでも述べたとおり，本学の

HERMES-IRは機関リポジトリとデジタル アーカ

イプの機能を内包している。狭義の機関リポジト 'J

と?電子関舎館の流れを汲むデジタル アーカイプ

を，広義の「一橋大学機関リポジトリ」が也艇して

いるわけである。いな，もともと本学の HDAは，

貴重資料の電子化事業だけでなく，紀要論文の全文

電子化事業も含みこんでいたのであるから， r電子

図書館Jという名称を「機関リポジ卜リjに変更L

論文のm干化に注力することになったともいえる状

況である。学内における位置づけについても，名称

を変更することで，図書館のみの事需から全学的な

事業へと脱皮を殴ることに成功した。

とはいえ。機関リポジトリとデジタル・アーカイ

プでは，その利用目的も異なるし，メタデータや本

文データの提供方法も異なるのが本来のあり方であ

る。芋術論文を中心とした研究成果の全文フ ァイル

と貴重曹や文書 手摘を中'し、とした所蔵資料の電子

間像という異なるタイプの資料を同じシステムで扱

うことには限界があることは予想できたが，本字の

ような中規模大学にとっては 7 機関リポジ卜リと電

子図書館の二つのンステムを維持することはコスト

の面で難しい。「機関リポジトリJ;.-ステムの場入

に際して，学内に向けて rHDAのシステムは

HERMES-IRという新Lいンステムに移行する」と

いう説明をし，苦肉の革として， DSpaceシステム

を2セット導入L..機関リポジトリ機能をResearch

& Education Resourcesとしてデジタルアカ

イプ機能を SpecialCollectionsとLて それぞれを

独立 Lたメニューと Lて公開することになったc

URL はそれぞれhttp://hermes-ir.lib.hit-ll.ac.jp/fs/

とhttp://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/dalである。総合

案内として http://hermes-ir.!ib.hit-u.ac.jp/irパndex

htmlを設けている。

このように守主に資金的な事情で。本学は狭義の

機関リポジトリとデジタル ーアーカイプの二つを俳

せて運用せざるを得なかった。しかし， 一つのシス

テムに=つの異なる機能を抱えていることが，逆に，

両機能を活かLながら一つの事業を進める，という

新しい展開を生むことになった。本学が人文 社会

系中規棋大学の強みを活かしながら 1 両者の架け橋

とするべく構想したのが福田曹三関連事業である。

以下ではこの事業を紹介することで.図瞥館におけ

る資料電子化の取り組みを. r電子図書館」 という

流行から「機関リポジトリ」という流行へという単

線的な変化ではなく，両者を有機的に結びつける複

線的な尭展の可能性として検討してみたい。

3 福田徳三関連事業

3.1 事業の立ち上げ

福岡龍三 0874-1930)はー構大学の前身である

高等商業学校東京高等商業学校東京商科大学で

教鞭をとり日本の経済学の発展に力を尽く Lた人物

である。ほほ同時代に活蹴した吉野作遣やが[上議に

比べ，さほど大きく取り上げられたことがなかった

が.rアダム スミスが世界の経済思想史において

巨畢であり，そこから出発してもよいと同じ意味で

一橋で いな日本では稲田檀三から出発することに

Lてもよいかと思うのですJ"と評されたように，

経済学を中心に日本の社会科学形成史において重要

な役割を果たした。研究者としてだけでなく!教育

者社会活動家としても活躍し，事明会を創設した

大正デモクラシーの指導者としても知られている。

本学図書館には，その福田徳三の手稿や講演記録，

ゲラ刷の類い (以下，縮[1徳三開帳資科と呼ぶ)が

保管されている。平成15年度に中性紙箱の作成等

の保存措世がとられていたが，その資料の存在がほ

とんど知られていないため，利用される機会は歩な

かった。平成 19年度から，一橋大学後援金れによ

る助成事業のーっとして[非図書資料・mの整備修

復等事業jが開始され，図書館 学国史資料室に所

蔵されている本学研究者の講義テキストや手稿類，

課外活動資料等に対L..長期保存のための措世を講

じ，同時に保存のため電子化された資料を卒業生や

社会に向けて情報尭侶し公開するという趣旨で助成

を得ることになった。この事業で最初に取り組むこ

とになったのが，福田徳三関帳資料の電子化である。

福悶徳三関係資料を HERMES-lRのSpecialCol 
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図2 福田龍三開通事軍備想図

lectionsに畳録することが決定したときに，福田世、

三が本学にとっては重要な人物だといっても，果た

して畳録された稲田徳三の資料は利用されるのだろ

うかという葉朴な疑問が出てきた。そこで，福田徳

三関連事推としてさまざまな活動を結び付けて利

用を暁起することを構想した。構想閣は図2のとお

りである。楠回徳三間保資料を利用した研究を行っ

てもらうこと，そしてその成果を HERMES.IRに還

元してもらうことで，アーカイプ事業を活かそうと

考えたのである。ポイン卜は，福田徳三研究会を立

ち上げて，研究活動そのものを刺激したいと構想し

たところにある。また，附属図書館では毎年秋に公

開企画展示を行っているが，福田徳三をテーマとし

た展示を行うことで一般の利用も暁起したいと考え

た。さらに，それらをウエプサイトで見せることで

福田憶三の知名度のアププもはかる。Research& 

Education R田 ources(機関リポジトリ)とSpecial

Collections (デジタル アーカイプ)の間で 「電子

化畳録→利用研究→論文提供→電子化 畳録」

というサイクルが生まれるのが本事業の大きな特徴

である。臥下， ①機関リポジト')への畳録②研究会

の活動③企画展示の実施④ウェプでの広報活動の4

事業について砕細を紹介していきたい。

3.2 機関リポジトリ

上述のように，稲田徳三関係資料を電子化 L，

Special Collectionsに畳録するところから，この事

業が始まった。初年度は講義ノートと原稿を中心に

67点6.014コマの電子化を行った。平成20年度は

115占5.064コマを保影しており，平成21年度には

すべてが電子化畳録完了ということになる。全点

を電子化したのは。研究利用してもらうためには一

点ー点の価値判断をしないで資料群全体を提供でき

るようにしておきたいという理由からであった。搬
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影にあたっては，赤ベン 赤鉛筆 ・青鉛筆での響き

込みがみられること，ゲラ刷の中には相当に細かい

宇が多いことを考慮し，カラーで高精細な撮影を実

施した。

現在ー簡単なメタデータを付与して公開している

が，現時点では資料群全体の分析ができていないた

めにl 物理的に保存されていた状態 (現秩序)順に

表示している。全体像が見えてきた段階で，資料群

の構造分析を行い，階層構造を提示する形でメタ

データを付与しなおすことも検問している刷。

手稿の電子化の一方で 学内の研究者からは，

f稲田徳三研究のインフラを整備するために祖国徳

三の刊行物の電子化も行ってもらいたいJという要

望があった。そこで，稲田徳三関係資料にその原稿

がある 『厚生経漕研究Jr流通経i膏講話Jr唯物史観

経済史出立勤の再時昧』の3点と福間億三の自選論

文集 『経糟華全集j全6集について，電子化の可能

性を調査した。稲田徳三の著作権保護期間は満了し

ているが， 出版社の存否と権利関係も調査し.現存

している出版社については許可を伴て，電子化 公

開に踏み切った。これらはSpecialCollectionsでは

なく.Research & Education Resourcesに登録して

いる。年代の古い出版物ではあるがp 本学の教員で

あった福間曹三の研究成県ともいえるからである。

そのほかResearch& Education Resourcesには，

福田徳三研究会のメンパーが紀要等に発表した論文

を畳録している。本学の機関リポジトリは鎗文の種

類ごとにカテゴライズされているので，それぞれの

紀要のカテゴリーの中に分散して畳録Lているが，

ウエプサイ卜の側でそれらをリスト化して見せるよ

うにしている。この点については桂述する。

3.3 稲田龍三研究会

事業構想の要となるのが，機関リポジトリの資料

を利用した頴田徳三研究を推進するための研究会で

ある。本学の西沢保教授は。平成 14年から，三菱

財団の助成を受けて，福田徳三研究会を主宰してい

た。その桂.研究会は体金状態であったそうだが，

図曹館側から研究会活動を再開してもらいたいと依

頼をしたところ。学内教口を中心としたメンパーで

再結成する運びとなった。

第 I回の顔合わせは平成 19年四月 27日に行わ

れ，西沢保教授，江夏由樹教授，山内進教授，土肥

恒之教授，大月康弘教授が集まり，そこに附属図書

館の専門助手 2名も加えての発足となった。福岡龍

三だけにとどまらず，関心を広くもって一橋町学問

伝統を考えるような会にしたいという方向性が確認

された。
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部2回1:平成20年 3J] 28日，山形大学の園方敬司

教授による「三浦斬七講義原稿について」と#岳志

専門助手による「ー構大学附属図書館所蔵福図書E三
関係資料について」と題する提去があり，第3回は

平成20年7月31日，名古屋大学的上村事裕准教授

による「上回点止郎の見た夢」の講演があった。三

浦新七。上回貞次郎(いずれも元東京商科大学学長)

ともに図替館では過去にその手稿を電子化LてCD
ROMだけは作成していたが，メタデータの付与が

離しかったことなどから公開が見合わされていた。

この研究会を契機としてSpecialCollectionsへの畳

録が可能になったのが成果である。また，上村准教

授の仲介で『上回貞次郎全集j全7巷の Research
& Education Resourcesへの畳録も実現した。

現在までコンスタントに開世しているが，今fま，
研究会でどれくらい活提に研究が行われ7 その成果

がどれくらいHERMES-lRに還元されていくことに

なるかが， 一番の成否のポイントになるだろう。ま

だ始まったばかりであるが.研究会が尭展すること

を願うものである。

3.4 展示

本学では.平成 11年度からの附属図書館第z却l
柑改築町中で。国事館正而入目的手前左聞に公開展

示童を訟置した。平成 13年の開室以来，両年枇に

企画展示を実施している。 市~2 週間にEる大蜂かり

な資料展示と関連の講抗告をセットにしたイベント

である。

平成初年度は補間徳三関連事業のーっとして{;t

i世づけ， r稲田徳三とその時代一 日本における経済

学の軍明 Jというタイトルで，平成20年 10月30
日-11J]13日に開lWした山。ワーキング グルー

プを組んで尖施しているが展示全体の構成は専門

助下が稲田龍三研究会のメンパーの助言を得ながら

考えた。全体のス トーリーとは別に， HERMES-IR 
に畳録した資軒や詰文を自由に利用してもらうた

め句公開展不室内にパソコンを設置した。8ページ

だてのパンフレットの最終ページで資料の電子的公

開にも冒及L，展示観覧者に機関リポジトリの存在

をアピールすることも試みた.

展示開植物J日には 稲田檀三研究会の主宰である

西沢保教授に依頼し.r福岡檀三と高商ー商大の時

代Jというi高閣での講演舎を行った。当日の事加者

は教室がほぼ満席状態の72名であった。また。 当

日の尭去レジュメは西沢教授の許諾を得て。

HERMES-IRに学術成栄町ーっとして畳録してい

る。研究会発足桂の成操畳録の第一号となったので

ある附。

3.5 ウエプでの広報活動

機関リポジトリのコンテンツ収集活動を通して

学内の教貝 助手と意見交換をする機会が多いが，

そこでよく耳にするのはHERMES-IRでの表示の仕

方に関する要望である。本学で導入している機関リ

ポジトリのシステム DSpaceは閲覧の画面が比較的

簡膏である。並ぴ願の指定や表示する項目などの改

善をしてきたが.基本的にはデタベスなの で

利用者が情報を検索するための入れ物という側面が

強〈。リポジトリに畳録されたコンテンツの見せ方

の工夫には限界がある。

表示方法についての要望に対Lて， r機関リポジ

トリに畳録したコンテンツに，研究組織や個人の

ウェプサイトからリンクを形成すれば コンテンツ

を向由に組み合わせて且せることができるのだが，

機関リポジトリぶ体での改修はできないjと答えざ

るを得ない周而もあった。そこで.要望に対する回

答のひとつのモデルを提示するため 福岡億三研究

会のウェプサイトを作成することにした。他の研究

組織へのコンテンツ提供依頼に際しても，表示方法

を自由に工去できる一方で，ファイル管理を研究組

織や個人で行う必要がなくなるメリットを訴えるた

めの実例が示せるようにしたいと考えたのである。

ゆくゆくは研究会の成果尭阜の場として.機関リポ

ジトリが活用できることを示す狙いもあった。

研究会側にウェプサイト制作の打診を Lたとこ

ろ， r研究情報を共有する機能を持たせてほしい，

稿剖徳三にとどまらず。研究会が視野にいれている

ーー備の学問伝統"全般をカパーしたウェプサイト

を段計してほしい」という要望を受けた。当初の構

恕以上に大きなテーマとなったが，今後のSpecIa[
Collectionsの哨加にも対応できる枠組みを設計する

ことにした。

実際には。桂援会事業プロジェクトチームを中心

に附属図書館全体に書加者を事り，館員の手で制作

を行った.附属図書館白悼のウェプサイト改修も干

定していたので，比較的小さな規模のサイトである

研究会のページ作成は館員にとってもちょうどよい

勉強の場となった。研究会の教貝の確認を経た上で

上述の公開企画展示にあわせて公開している。URL
はhttp://www.lib.hit.u.ac.jp/fukuda/index.htmlで
ある。私的な研究会という位置づけを持つ福田健三

研究会ではあるが。後援会事業プロジェクトチーム

で運営を行うことにし，図曹館のウエプサーバーで

の公開としている。

なお，公|瑚企陣1展示のウエプサイ ト自体は 刑年

どおり 。展示ワーキング グループのメンパーが作

成した。来場できなかった人々にも展示を観覧して
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もらうため，展示会自体の記録として，また，展示

のために調査した情報そのものも提供するという位

世づけを持っており，附属図書館の公式な活動とし

てのウェプでの公開である。こちらのページからも

HERMES-IRへのリンクを形成Lている。

4 結語

4.1 まとめ

以上が，福旧徳三関連事業の平成20年度までの

活動である。「機関リポジトリが情報の集積庫から

研究の舞台へと生まれ変わる」というのがキャッチ

フレーズであったが，この試みが成功するのかどう

かはまだわからない。それというのも，この研究会

が再開された桂，先述の西沢教授の摘出記録を除け

ば，この研究会が基になったといえるような論文が

まだ発表されていないからである。「電子化畳録

→利用研究→論文提供→屯子化畳録jというサ

イクルからいえば，最初の「電子化畳録→利JTJ・

研究」までしか進んでいなし、。しかし，人文社会

系の研究というものは小さな資料の発見や栢凹盟三

研究会のような小さな会でのインフォーマルな学新

コミュニケ ションを通じて，長い時!日jをかけて醸

成されていくものであろう。今後，この研究会から

研究成果が生み出されたときに，機関リポジトリが

それをうまく収録できる仕組みをつくっていきた

U 、。

本学の取り組みをまとめるならば，研究成果を収

集 発信する機関リポジトリと所蔵資料を中ιし、と L

たアーカイプ事業の架け橋となるのは，福祉i徳三研

究会という研究活動そのものであった。中心に研究

活動があってこそ，機関リポジトリもアーカイプ事

業も その真価を発揮することができるのである。

機関リポジトリの定義には?サービスとしての醐面

とコレクションとしての側面があると雷われてい

るl討が，コレクションという側而から見れば，機関

リポジトリもアーカイプ事業も大学全体の研究環境

を監えるためのインフラ整備と位置づけられる。一

方で，リンチ (CliffordA. Lynch)による機関リポ

ジトリの定義「大学における機関リポジトリとは，

大学がその構成員に提供する，大学やその構成日に

より作成されたデジタル資料を管理し発信するため

の一連のサービス」附という側面からみれば，研究

者が何を求めているのかを常に考え，また研究者と

コミュニケー トすることによって，サービスと Lて

何が必要かが且えてくるのではなかろうか。筆者は

研究活動に寄り添うことのできる機関リポジトリお

よび大学図書館を目指したいと考えている。
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4.2 展望

最f去に，本事業と福岡徳三研究会の行く末を展望

して本稿を結びたい。福岡龍三研究会は，前述のと

おり。 椛の学問伝統を考えるような研究会をめざ

している。図書館がこの研究会を支援することは，

止のステップと Lて，大学が大学としてのアーカイ

プ機能いわば文書館的な機能をどのように持つべき

かという問題と官接に|期わることになるであろう。

折しも平成20年度の桂期から全学共通教育科目と

して「一橋大学の歴史」が開講され，大学史への関

心が高まりつつある。大学の経営企画部会で検討さ

れていた発信力強化という使命を機関リポゾトリと

いう形で図書館が担うことになったのと同様に，大

学の経営層が大学アイデJティティーの強化や学内

に発生する情報の管理のために大学アーカイプを構

想することになったときに，その受け皿として想定

されるのは図害賠なのであろうか。それとも大学文

書館が設立されるのであろうか。

他の大規模大学では，図書館と文啓館とさらには

博物館が別の組織として設置されている。本来的に

は。図啓館日とアーキピストと学芸日に求められる

知献と専門性はそれぞれに典なるものである。しか

し，本学のように中規模大学では.それぞれを独立

して設立するのではなく，学内の既存の組織を再編

しつつ構築される可能性もある。事実，本学には大

学史編纂を担ってきた芋闘史資料室も存在する。こ

のような状況の中で，福岡徳三研究会が大学文曹館

の設立母体として尭展的に解消することがこの研究

会の「悲願」なのかもしれない。そして研究会を支

える HERMES-IRも， 図1で示したとおり，大学法

人文暫の電子的管理も射程に入れることができるデ

ジタル アーカイプの思想を背景として持ってい

る。現時点では，法人文曹の電子的管理にまでは

至っていないが， HERMES-IRは大学アーカイプ構

想のー聴を担う可能性を秘めているのである。ただ

し，現在のHERMES-lRつまり機関リポジトリとい

う枠組みだけで，大学アーカイプ構想に十分に対応

できるのかはわからない。主に論文を収めるための

システム 図瞥館日を中心とした体制だけでは不十

分でありデジタル アーカイプに適したシステム

ア キピストを加えた組織が必要となることも指摘

しておかなければならないだろう。

しかし いずれにせよ，当面はHERMES-IRとそ

の事務局である図害館が，機関リポジトリとして学

術コミュニケーションの促進に寄与する要素とデジ

タル アーカイプとして大学の文害館的機能に寄与

する要素を車の両輪とした事業を展開することにな

るのは間違いない。筆者はHERMES-IRが隙々な謀
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磁を抱えつつも尭展していくことを願うものであ

る。
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